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midazolam clearance testにて測定した。 
【結果】ステロイド性ION患者のCYP3A活性は健常人（7.7 ± 1.8 vs. 11.4 ± 3.5 mg/kg/min、 p＜0.001） 及

























ステロイド性ION患者のCYP3A活性は健常人（7.7 ± 1.8 vs. 11.4 ± 3.5 mg/kg/min、 p＜0.001） 及び、
アルコール性ION患者より有意に低値であった（10.6 ± 2.8 mg/kg/min、 p＜0.001）。多変量解析の結果、CYP3A







metabolizer）を同定するために、低侵襲的な１回採血によるsingle point 1’-OH midazolam/midazolam ratio
は有用である。 
ステロイド性大腿骨頭壊死症患者はCYP3A活性が低値であり、CYP3A活性低下はステロイド性大腿骨頭壊死症
発生のリスクを約９倍上昇させていた。ステロイド投与の際に1’-OH midazolam/midazolam ratio を用いて
CYP3A活性を測定し、その活性に基づいて投与量を調節することにより、ステロイド性大腿骨頭壊死症予防の可
能性がある。 
以上の研究は、特発性大腿骨頭壊死症の罹患素因を明らかにした研究であり、これを用いた予防法構築の可
能性がある。よって本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値すると認められた。 
